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◆ 令和2年の人口は総数が50,832人、男性が23,900人、女性が26,932人となった。

◆ 前回調査に比べ、総数が2,575人 (4.8％)の減少、男性が987人 (4.0％)の減少、女性

が1,588人 (5.6%)の減少となった。

１人口 (ア) 総人口・人口増減率
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総数 男 女 増減率

昭和50年 58,296 28,026 30,270 -

55年 61,485 29,319 32,166 5.5

60年 62,570 29,807 32,763 1.8

平成 2年 59,507 27,821 31,686 ▲4.9

7年 57,389 26,643 30,746 ▲3.6

12年 56,905 26,415 30,490 ▲0.8

17年 55,960 25,959 30,001 ▲1.7

22年 55,321 25,780 29,541 ▲1.1

27年 53,407 24,887 28,520 ▲3.5

令和 2年 50,832 23,900 26,932 ▲4.8

(単位：人、％)
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◆ 令和2年の年齢階層別人口は0～14歳が6,383人(12.6％)、15歳～64歳が26,066人(51.4％)、65歳以上が

18,248人(36.0％)となった。

◆ 前回調査に比べ、0～14歳が430人 (6.3％)の減少、15歳～64歳が3,075人 (10.6％)の減少、65歳以上が

871人 (5.0％)の増加となった。

１人口 (イ)－① 年齢階層別人口(3区分 総数)
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15.4 62.6 22.0
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0～14歳 15～64歳 65歳以上

令和 2年 6,383 26,066 18,248

平成27年 6,813 29,141 17,377

22年 7,284 32,277 15,723

17年 7,225 33,735 14,996

12年 7,671 35,205 13,976

7年 8,857 35,931 12,601

2年 10,952 37,654 10,866
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◆ 令和2年の男性の年齢階層別人口は0～14歳が3,280人(13.8％)、15歳～64歳が12,844人(53.9％)、65歳以上が7,707人(32.3％)となった。

◆ 女性は0～14歳が3,103人(11.5％)、15歳～64歳が13,222人(49.2％)、65歳以上が10,541人(39.2％)となった。

◆ 前回調査に比べ、男性の0～14歳が202人 (5.8％)の減少、15歳～64歳が1,396人 (9.8％)の減少、65歳以上が574人 (8.0％)の増加となった。

◆ 女性は0～14歳が228人 (6.8％)の減少、15歳～64歳が1,679人 (11.3％)の減少、65歳以上が297人 (2.9％)の増加となった。

１人口 (イ)－② 年齢階層別人口(3区分 男女別)
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１人口 (イ)－② 年齢階層別人口(3区分 男女別) 続き
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女性

※年齢不詳を除く
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(単位：人)

(単位：人)

0～14歳 15～64歳 65歳以上
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12年 3,935 16,960 5,489
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22年 3,773 15,798 6,188
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令和 2年 3,280 12,844 7,707
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22年 3,511 16,479 9,535

27年 3,331 14,901 10,244

令和 2年 3,103 13,222 10,541
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◆ 令和2年の未婚率は20歳～24歳が86.8％ 、 25歳～29歳が56.8％、30歳～34歳が39.2％、35歳～39歳が29.9％、

40歳～44歳が24.6％、45歳～49歳が23.3％となった。

◆ 前回調査に比べ、20歳～24歳が0.1ポイントの減少、 25歳～29歳が1.2ポイントの減少、30歳～34歳が1.6ポイントの増

加、35歳～39歳が1.7ポイントの増加、40歳～44歳が0.7ポイントの減少、45歳～49歳が0.4ポイントの減少となった。

１人口 (ウ)－① 未婚率(総数)
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◆ 令和2年の男性の未婚率は20歳～24歳が88.5％ 、 25歳～29歳が63.2％、30歳～34歳が43.7％、35歳～39歳が35.9％、

40歳～44歳が28.7％、45歳～49歳が29.7％となった。

◆ 前回調査に比べ、 20歳～24歳が0.5ポイントの減少、 25歳～29歳が0.2ポイントの減少、30歳～34歳が0.2ポイントの減少

、35歳～39歳が3.5ポイントの増加、40歳～44歳が3.2ポイントの減少、45歳～49歳が0.8ポイントの減少となった。

１人口 (ウ)－② 未婚率(男性)

92.1 
88.5 87.4 87.9 89.4 89.0 88.5 

59.4 
62.9 62.5 62.5 62.6 63.4 63.2 

34.2 
36.8 

40.5 
44.3 

40.3 
43.9 43.7 

19.2 

25.8 27.2 

33.1 34.3 32.4 
35.9 

10.8 

17.5 
21.7 

24.2 
30.0 

31.9 

28.7 

6.1 
11.2 

16.0 
20.4 

24.7

30.5 29.7 

0 ％

10 ％

20 ％

30 ％

40 ％

50 ％

60 ％

70 ％

80 ％

90 ％

100 ％

H2 7 12 17 22 27 R2

35～39歳

25～29歳

20～24歳

30～34歳

40～44歳

45～49歳

6



◆ 令和2年の女性の未婚率は20歳～24歳が85.2％、 25歳～29歳が50.5％、30歳～34歳が34.7％、 35歳～39歳が23.9％、

40歳～44歳が20.2％、45歳～49歳が17.0％となった。

◆ 前回調査に比べ20歳～24歳が0.4ポイントの増加、 、25歳～29歳が2.3ポイントの減少、30歳～34歳が3.4ポイントの増加

、35歳～39歳は変化なし、40歳～44歳が1.2ポイントの増加、45歳～49歳が0.5ポイントの減少となった。

１人口 (ウ)－③ 未婚率(女性)
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◆ 令和2年の外国人人口は総数が305人、男性が155人、女性が150人となった。

◆ 前回調査に比べ、総数が136人(80.5%)の増加、男性が97人(167.2%)の増加、女性が39人(35.1%)の

増加となった。

１人口 (エ)－① 外国人人口(総人口)
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総数 男 女 増減率

平成 2年 64 30 34 ‐

7年 81 39 42 26.6 

12年 90 36 54 11.1

17年 128 39 89 42.2

22年 181 60 121 41.4

27年 169 58 111 ▲6.6

令和 2年 305 155 150 80.5
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◆ 令和2年の外国人人口の国籍別の割合が高かった国は１位がベトナムで34％、 2位が中国の16％、 3位が

フィリピン及び韓国・朝鮮の12％となった。

◆ 前回調査に比べ、増加率が高かった国は１位がベトナム(511.8%増加)、2位がインドネシア(233.3%増加)、3位が

フィリピン(76.2%増加)となった。

１人口 (エ)－② 外国人人口(国籍別)
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◆ 令和２年の世帯数は20,783世帯となった。

◆ 前回調査に比べ、127世帯(0.6％)の減少となった。

２世帯 (ア) 総世帯数
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昭和50年 16,522 -

55年 18,347 11.0

60年 18,864 2.8

平成 2年 18,647 ▲1.2

7年 18,888 1.3

12年 19,540 3.5

17年 20,176 3.3

22年 20,898 3.6

27年 20,910 0.1

令和 2年 20,783 ▲0.6

(単位：世帯、％)
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◆ 令和2年の核家族世帯の内訳は夫婦と子ども世帯が5,176世帯、夫婦のみの世帯が4,775世帯、女親と子ども世帯が2,102世帯、 男親と子ども

世帯が337世帯となった。

◆ 前回調査に比べ、夫婦と子ども世帯が262世帯 (4.8%)の減少、夫婦のみの世帯が109世帯(2.2%)の減少、女親と子ども世帯が69世帯(3.2%)の

減少、男親と子ども世帯が16世帯(5.0%)の増加となった。
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※国勢調査での「女親（男親）とこども世帯」とは、未婚、死別又は離別の女親（男親）と、未婚の子どものみから成る世帯をいう
11



◆ 令和2年の母子世帯数は432世帯、父子世帯数は34世帯となった。

◆ 前回調査に比べ、母子世帯数は48世帯の(10.0%)減少、父子世帯数は1世帯(2.9%)の減少

となった。

２世帯 (イ)－② 世帯の家族類型 母子・父子世帯
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※国勢調査での「母子（父子）世帯」とは、未婚、死別又は離別の女親（男親）と、未婚の20歳未満の子どものみから成る世帯をいう
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◆ 令和2年の単独世帯数は総数が6,280世帯、男性が2,841世帯、女性が3,439世帯となった。

◆ 前回調査に比べ、総数が693世帯(12.4%)の増加、男性が479世帯(20.2%)の増加、女性

が214世帯(6.6％)の増加となった。

２世帯 (イ)－③ 世帯の家族類型 単独世帯(単身世帯)
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◆ 令和2年の65歳以上の世帯員がいる世帯に占める夫婦のみの世帯の割合は、29.2％となり、単独世帯は

29.6％となった。

◆ 前回調査に比べ、夫婦のみの世帯が0.1ポイントの増加、単独世帯が2.9ポイントの増加となった。

２世帯 (イ)－④ 世帯の家族類型 高齢世帯
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◆ 令和2年の住宅の種類・住宅の所有の関係は、持ち家が72％、民営の借家が19％、公営・都市再生機構・公社

の借家が6％、給与住宅が2％、間借りが1％となった。

◆ 前回調査に比べ、持ち家が変化なし、民営の借家が1ポイントの増加、公営・都市再生機構・公社の借家が

1ポイントの減少、給与住宅が変化なし、間借りが変化なしとなった。

２世帯 (ウ) 住宅の種類・住宅の所有の関係

※住宅以外に住む世帯を除く
R2(20,510世帯) H27(20,670世帯)

持ち家

民営の借家

公営・都市再

生機構・公社

の借家

給与住宅
間借り

72％
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18％
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7％
(1,494世帯)
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公営・都市再

生機構・公社

の借家
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間借り

72％
(14,803世帯)

19％
(3,830世帯)

6％
(1,275世帯)

2％(406世帯)

1％(196世帯)
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◆ 令和2年の住宅の建て方は、一戸建が74％、共同住宅が22％、長屋建が4％となった。

◆ 前回調査に比べ、一戸建が変化なし、共同住宅が1ポイントの増加、長屋建が1ポイントの

減少となった。

２世帯 (エ) 住宅の建て方

※住宅以外に住む世帯を除く
R2(20,510世帯) H27(20,670世帯)

一戸建

共同住宅

長屋建 その他

74％
(15,359世帯)

5％
(1,013世帯)

0％(28世帯)

21％
(4,270世帯)

一戸建

共同住宅

長屋建 その他

74％
(15,178世帯)

4％
(798世帯)

0％(12世帯)

22％
(4,513世帯)
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３今後の結果公表スケジュール

公表区分 公表内容 公表予定日

人口移動集計

移動人口の男女・年齢等集計
(人口の転出入状況)

2022年2月

移動人口の就業状態等集計
(移動人口の産業・職業(大分類) 等)

2022年8月

基本集計 就業状態等基本集計
(労働力状態、就業者の産業・職業 等)

2022年5月

従業地・通学地集計 従業地・通学地による人口・就業状態等集計
(人口、就業者の産業・職業(大分類) 等)

2022年7月

抽出詳細集計 抽出詳細集計
(就業者の産業・職業(小分類) 等)

2022年12月
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